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函
館
大
会
は
２
０
２
０
年

に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
も

の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
２

回
に
わ
た
っ
て
延
期
と
な

り
、
３
年
越
し
の
開
催
と
な

っ
た
。

本
大
会
は
漁
港
・
漁
場
・

漁
村
の
総
合
的
整
備
を
図
る

た
め
に
全
国
の
漁
港
漁
場
関

係
者
が
参
集
し
て
開
催
さ
れ

て
お
り
、
昭
和
２４
年
の
第
１

回
開
催
以
来
、
７１
回
目
を
迎

え
た
。
今
年
３
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
新
た
な
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
を
着
実
に
実

行
す
る
た
め
に
、
漁
港
・
漁

場
・
漁
村
海
岸
整
備
の
促
進

に
係
る
関
係
諸
施
策
の
積
極

的
な
推
進
を
図
る
必
要
が
あ

る
。こ

の
た
め
、
全
国
の
漁
港

漁
場
関
係
者
の
総
意
を
も
っ

て
提
言
が
採
択
さ
れ
、
そ
の

実
現
の
た
め
政
府
、
国
会
等

に
対
す
る
要
請
活
動
を
行
う

こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

大
会
は
午
後
２
時
に
工
藤

壽
樹
函
館
市
長
の
開
会
宣
言

で
ス
タ
ー
ト
し
、
は
じ
め
に

主
催
者
を
代
表
し
て
橋
本
牧

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
が
挨
拶
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
野
村
哲
郎

農
林
水
産
大
臣
の
祝
辞
を
水

産
庁
の
田
中
部
長
が
代
読
。

続
い
て
衛
藤
漁
港
漁
場
漁
村

整
備
促
進
議
員
連
盟
会
長
、

坂
本
全
漁
連
会
長
、
白
須
敏

朗
大
水
会
長
（
代
読‥

長
岡

大
水
常
務
）
が
祝
辞
を
述
べ

た
。そ

の
後
、
鈴
木
直
道
北
海

道
知
事
が
歓
迎
の
こ
と
ば
を

述
べ
た
。
議
事
に
入
る
前
に
、

司
会
者
よ
り
来
賓
紹
介
と
岸

田
文
雄
自
民
党
総
裁
を
は
じ

め
と
す
る
祝
電
の
紹
介
が
あ

っ
た
。

満
場
一
致
で
議
案
を

議
決
、
提
言
を
採
択

議
事
で
は
北
海
道
漁
港
漁

場
協
会
の
�
橋
昌
幸
会
長

（
神
恵
内
村
長
）
を
議
長
に

選
出
し
、
議
案
を
審
議
。
付

議
議
案
「
令
和
５
年
度
漁
港

・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
整
備

予
算
の
確
保
に
関
す
る
件
」

に
つ
い
て
、
前
葉
泰
幸
三
重

県
漁
港
漁
場
協
会
会
長
（
津

市
長
）
が
提
案
理
由
を
説
明

し
た
。

続
い
て
議
案
に
関
連
し
た

事
例
発
表
が
行
わ
れ
、

〇
津
軽
海

峡
マ
グ
ロ
女

子
会
「
海
を

つ
な
ぐ
女
た

ち
の
風
お
こ

し
」
（
発
表

者‥

青
森
側

と
り
ま
と
め

役
大
間
町
・
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
株
）代
表
島
康
子
氏
、
北

海
道
側
と
り
ま
と
め
役

松

前
町
・
温
泉
旅
館

矢
野
女

将

工
藤
夏
子
氏
）

〇
鳥
取
県
境
漁
港
「
境
漁

港
の
高
度
衛
生
管
理
と
観
光

の
連
携
に
つ
い
て
」
（
発
表

者‥

鳥
取
県
境
港
市
産
業
部

部
長

柏
木
頼
文
氏
）

〇
愛
媛
県
志
津
見
漁
港

「
魚
礁
と
一
体
的
に
機
能
す

る
増
殖
礁
設
置
場
所
と
し
て

の
活
用
」
（
発
表
者‥

愛
媛

県
今
治
市
産
業
部
部
長

若

宮
浩
氏
）

の
３
例
が
報
告
さ
れ
た
。

議
案
は
満
場
一
致
で
議
決

さ
れ
、
議
長
の
指
名
に
よ
り

高
松
美
津
枝
北
海
道
漁
協
女

性
部
連
絡
協
議
会
会
長
が
、

議
決
さ
れ
た
内
容
を
取
り
ま

と
め
た
提
言
案
を
朗
読
。
拍

手
に
よ
り
賛
同
、
採
択
さ
れ

た
。こ

の
提
言
を
も
と
に
、
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
、
各

都
道
府
県
漁
港
漁
場
協
会
会

長
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
会
長
の
連
名
に
よ
る
提

言
書
を
作
成
し
、
政
府
及
び

各
都
道
府
県
の
地
元
選
出
国

会
議
員
等
の
幅
広
い
関
係
者

に
働
き
か
け
、
提
言
で
示
さ

れ
た
施
策
と
必
要
予
算
の
確

保
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
を

会
場
の
賛
同
を
得
て
決
定

し
、
議
事
を
終
了
し
た
。

会
場
で
は
恒
例
と
な
っ
て

い
る
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

に
よ
る
水
色
の
羽
根
募
金
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
展
示
ブ

ー
ス
で
漁
港
関
係
団
体
・
企

業
の
取
り
組
み
紹
介
や
、
漁

港
漁
場
漁
村
海
岸
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
の
発

表
、
北
海
道
の
特
産
品
の
販

売
も
行
わ
れ
た
。
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第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
（
主
催＝

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
、
後
援

＝

北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
、
函
館
市
、
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
北
海

道
漁
港
漁
場
協
会
、
協
賛＝

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
）
が
１０
月
１９
日
に
北
海
道

函
館
市
の
函
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
。
衛
藤
征
士
郎
漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促

進
議
員
連
盟
会
長
、
坂
本
雅
信
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
、
長
岡
英
典
（
一
社
）
大
日
本

水
産
会
常
務
理
事
、
田
中
郁
也
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
と
全
国
か
ら
漁
港
漁
場
漁
村
関
係
者
約
１
５
０
０
人
の
関
係
者
が
参
加
し
た
。

長
い
歴
史
の
中
で
、
私
た
ち
日
本
人
は
天
然
痘
、
コ
レ
ラ
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
克
服
し
て

社
会
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
我
が
国
の
社
会
・
経
済
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
国
民
が
一
体
と
な
っ
て
こ
れ
と
戦
い
、
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

水
産
業
に
お
い
て
も
、
国
民
の
行
動
が
制
限
を
受
け
る
こ
と
で
水
産
物
の
消
費
が
激
変
し
た
り
、
貿
易
が
滞
る
な

ど
、
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
業
界
を
挙
げ
て
対
処
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
漁
港
漁
場

整
備
に
お
い
て
は
、
輸
出
を
含
む
多
様
な
流
通
・
加
工
機
能
の
高
度
化
や
漁
港
を
中
心
と
し
た
養
殖
業
の
機
能
強
化

を
図
り
、
食
料
の
安
定
供
給
を
護
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
海
水
温
上
昇
等
に
よ
る
漁
獲
の
減
少
や
磯
焼
け
域
の
拡
大
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な
資
源
管

理
と
連
携
し
た
漁
場
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
藻
場
・
干
潟

の
保
全
・
創
造
に
取
り
組
み
、
沿
岸
域
の
産
卵
場
や
幼
稚
仔
の
成
育
場
を
創
出
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
え
て
我
が
国
は
、
大
規
模
地
震
・
津
波
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
頻
発
す
る
台
風
や
豪
雨
災
害
の
激

甚
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
潮
・
高
波
・
津
波
等
に
備
え
た
施
設
の
設
計
見
直
し
や
、
施
設
の
長
寿

命
化
対
策
、
漁
港
・
漁
村
の
防
災
・
減
災
対
策
を
一
体
的
か
つ
迅
速
に
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
水
産
業
と
漁
村
を
護

り
、
発
展
さ
せ
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
沿
岸
地
域
の
持
つ
様
々
な
魅
力
を
資
源
と
捉
え
活
用
す
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
漁
港
の
多
様
な
利
用
を
促
す
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
海
業
」
を
振
興
し
、
働
き
や
す
く

賑
わ
い
の
あ
る
漁
港
漁
村
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

我
々
は
こ
れ
か
ら
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
続
け
、
水
産
業
を
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
次
世
代
に
伝
え
、
漁
村
を

豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
と
す
る
た
め
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
力
強
い
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
左
記
の
推
進
を
強
く
提
言
い
た
し
ま
す
。

記

一

水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
漁
港
の
生
産
・
流
通
機
能
強
化
や
増
養
殖
の
推
進

一

海
洋
環
境
の
変
化
に
適
合
し
た
漁
場
整
備
に
よ
る
水
産
資
源
の
回
復
や
生
産
力
強
化
の
推
進

一

大
規
模
災
害
に
備
え
た
漁
港
・
漁
村
・
海
岸
の
強
靱
化
対
策
、
長
寿
命
化
対
策
の
推
進

一

地
域
資
源
・
人
材
の
活
用
や
漁
港
の
多
様
な
利
用
に
よ
る
海
業
の
振
興
と
漁
村
活
性
化
の
推
進

令
和
四
年
十
月
十
九
日

第
七
十
一
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

令和４年１１月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人 公益社団法人 全国漁港漁場協会

橋 本 牧

東京都千代田区神田鍛冶町３－６－７

ウンピン神田ビル２階

電話 東京（６２０６）００６６

定価 １部 ７０円 （会員の購読料は
会費の中に含む）
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魚の保育園
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新たな長期計画の実行へ予算確保を

北
海
道
函
館
市
で
開
催

漁 港 漁 場 月 報

３年ぶりの開催となった全国漁港漁場大会の様子

挨拶する橋本会長
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第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
を

代
表
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。未

だ
完
全
に
ウ
イ
ル
ス
を
撲

滅
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
全
国
漁
港
漁
場
大
会
は
２

度
の
延
期
を
乗
り
越
え
、
今
日

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
全
国
か
ら
お
集
ま
り
い

た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
本
日
は
、
お
忙
し
い
公

務
の
な
か
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
水
産
庁
の
田
中
郁
也
漁
港

漁
場
整
備
部
長
を
は
じ
め
政
府

関
係
の
方
々
、
衛
藤
征
士
郎
漁

港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連

盟
会
長
を
は
じ
め
国
会
議
員
の

方
々
、
水
産
関
係
団
体
の
皆
様

な
ど
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
盛
大
に
大
会
を
開

催
出
来
ま
す
こ
と
を
、
主
催
者

と
致
し
ま
し
て
、
誠
に
光
栄
に

存
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
大
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
北
海
道
開
発
局
、
北
海

道
、
函
館
市
、
北
海
道
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
及
び
北
海
道
漁

港
漁
場
協
会
の
後
援
を
頂
き
ま

し
た
。
関
係
者
の
方
々
に
は
、

今
回
を
含
め
３
回
、
綿
密
に
大

会
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
紹
介
を
し
て
、
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

存
じ
ま
す
。

今
大
会
は
、
二
つ
の
重
要
な

テ
ー
マ
を
持
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

国
際
紛
争
、
自
然
災
害
、
或
い

は
地
球
環
境
の
変
動
な
ど
危
機

へ
の
対
応
で
す
。
世
界
の
社
会

・
経
済
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
中
、
そ
れ
ら
の
危
機
は
国

境
を
越
え
て
急
速
に
拡
大
し
、

私
た
ち
の
生
活
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
危
険
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を

経
て
、
「
リ
ス
ク
に
対
す
る
適

応
力
を
持
っ
た
社
会
」
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
議
論
を
重
ね
、
例

え
ば
、
「
防
災
・
減
災
」
や
「
粘

り
強
い
構
造
物
」
等
の
概
念
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
漁
港
・
漁
場

整
備
に
お
い
て
も
、
リ
ス
ク
に

対
す
る
「
復
元
力
」
を
持
っ
た

社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
検
討

を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。そ

し
て
二
つ
目
は
、
今
年
閣

議
決
定
さ
れ
た
新
し
い
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
を
具
体
的
に

実
行
に
移
す
件
で
す
。

本
年
も
、
地
域
毎
の
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
な
ど
で
、
長
期
計
画

に
関
し
て
も
、
様
々
な
議
論
を

行
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。急

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
課

題
の
一
つ
は
豊
か
な
漁
場
を
取

り
戻
す
こ
と
で
す
。
地
球
温
暖

化
の
影
響
に
よ
る
漁
期
や
漁
場

の
大
き
な
変
化
な
ど
難
し
い
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
適
切
な
資

源
管
理
と
連
携
し
た
漁
場
整
備

や
、
藻
場
・
干
潟
の
保
全
・
創

造
な
ど
沿
岸
環
境
の
向
上
に
強

力
に
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ

う
。ま

た
、
水
産
物
の
品
質
と
価

格
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
後
継
者
が
育
つ
力
強
い
漁

業
を
創
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
水
産
物
の
輸
出
拡
大
、

消
費
動
向
を
踏
ま
え
た
養
殖
業

の
機
能
強
化
な
ど
を
進
め
る
と

と
も
に
、
漁
港
整
備
に
お
け
る

衛
生
管
理
の
高
度
化
や
生
産
・

流
通
機
能
の
強
化
等
を
重
点
的

に
実
施
し
て
そ
れ
を
支
え
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
「
海
業
」
に
代
表

さ
れ
る
、
沿
岸
地
域
の
魅
力
の

再
発
見
と
賑
わ
い
の
あ
る
豊
か

な
漁
村
づ
く
り
も
重
要
な
課
題

で
す
。
既
存
の
漁
港
施
設
の
長

寿
命
化
に
加
え
、
施
設
の
多
目

的
な
活
用
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
女
性
や
高
齢
者

も
働
き
や
す
く
、
観
光
客
に
も

魅
力
の
あ
る
漁
港
・
漁
村
を
創

っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
と
考

え
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆

様
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い

て
本
大
会
で
ご
議
論
を
い
た
だ

き
、
そ
の
内
容
を
広
く
国
民
の

皆
様
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
日

本
の
水
産
業
が
成
長
産
業
と
し

て
発
展
す
る
こ
と
と
、
活
気
の

あ
る
豊
か
な
漁
村
が
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
一
層
の
団

結
の
も
と
活
動
を
進
め
て
ゆ
く

こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私

の
開
会
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
３
年
ぶ
り
と

な
る
「
全
国
漁
港
漁
場
大
会
」

が
、
全
国
各
地
か
ら
千
名
を
超

え
る
皆
様
の
ご
参
集
の
も
と
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
政
府
を
代
表
し
て
、
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
会
は
、
昭
和
２４
年
の
第

１
回
大
会
以
来
、
本
年
で
７１
回

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
関
係

者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整

備
促
進
は
も
と
よ
り
、
燃
油
等

の
経
営
コ
ス
ト
の
上
昇
、
資
源

の
減
少
と
い
っ
た
水
産
業
が
抱

え
る
、
様
々
な
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と

に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

我
が
国
の
水
産
業
は
、
国
民

の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
産

物
の
安
定
供
給
と
と
も
に
、
漁

場
環
境
の
保
全
や
地
域
経
済
の

振
興
な
ど
、
国
民
生
活
の
向
上

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま

す
。一

方
で
、
水
産
業
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
海

外
で
は
世
界
的
に
水
産
物
需
要

が
増
大
す
る
一
方
、
国
内
で
は

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到

来
す
る
な
ど
、
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
で
は
、

本
年
三
月
に
新
た
な
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
を
閣
議
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

今
回
の
長
期
計
画
で
は
、
水

産
業
と
漁
村
を
取
り
巻
く
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
、
「
水
産
業

の
成
長
産
業
化
」、
「
持
続
可
能

な
漁
業
生
産
の
確
保
」、
「
漁
村

の
魅
力
と
所
得
の
向
上
」
と
い

う
３
つ
の
重
点
課
題
を
掲
げ

て
、
戦
略
的
か
つ
計
画
的
に
、

漁
港
や
漁
場
の
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
拠
点
漁
港
の

生
産
・
流
通
機
能
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
養
殖
生
産
拠
点

の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
環
境
変
化
に
適
応
し

た
漁
場
生
産
力
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
頻
発
化
・
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
力
を

強
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
回
、
海
や
漁
村

の
地
域
資
源
の
価
値
や
魅
力
を

活
用
す
る
事
業
を
「
海
業
（
う

み
ぎ
ょ
う
）
」
と
い
う
言
葉
で

表
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

漁
港
の
利
活
用
環
境
を
改
善

し
、
漁
港
と
地
域
資
源
を
最
大

限
に
活
か
し
た
増
養
殖
や
、
水

産
物
の
販
売
、
漁
業
体
験
の
受

け
入
れ
と
い
っ
た
活
動
を
振
興

す
る
こ
と
で
、
漁
港
・
漁
村
を

中
心
と
し
た
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
や
所
得
と
雇
用
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
水
産
基
盤
整
備

に
必
要
な
予
算
の
確
保
と
制
度

の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
全

国
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
本
大
会
の
成
功
と
、

我
が
国
水
産
業
の
益
々
の
発

展
、
並
び
に
本
日
御
出
席
の
皆

様
方
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
の

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
Ｊ
Ｆ
グ

ル
ー
プ
を
代
表
し
て
、
一
言
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
こ
の
函
館
市
で

の
大
会
は
３
年
越
し
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
新
規
感
染

者
数
は
全
国
的
に
減
少
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
油
断

は
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
な
か
、

こ
う
し
て
皆
様
方
に
お
会
い
で
き

ま
す
こ
と
は
、
大
変
光
栄
な
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
コ
ロ
ナ
禍
や
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

ま
た
昨
今
の
急
激
な
円
安
進
行
な

ど
、
社
会
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
。
漁
業
に
お

き
ま
し
て
も
、
燃
油
・
資
材
価
格

の
高
騰
や
、
海
洋
環
境
の
変
化
に

伴
う
不
漁
、
赤
潮
や
台
風
等
の
自

然
災
害
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

我
々
漁
業
者
の
使
命
は
、
安
心

で
安
全
な
国
産
水
産
物
を
提
供
し

続
け
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
漁
業
を
続
け
て

い
く
た
め
に
は
、
我
々
漁
業
者
を

は
じ
め
、
水
産
に
携
わ
る
者
の
経

営
基
盤
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
我
々
の
生
産
基
盤
で

あ
る
「
漁
港
」
や
「
漁
場
」
の
機
能
強

化
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
今
年
度
か

ら
新
た
な
５
カ
年
の
「
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
般
の
長
期
計
画
で
は
、

３
つ
の
重
点
課
題
が
整
理
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
「
海
業
」
に
よ
る
漁
村
の
活
性

化
」が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
海
業
」
に
関
し
ま
し
て

は
、
設
備
等
の
ハ
ー
ド
支
援
だ
け

で
な
く
、
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
も

重
要
で
あ
り
ま
す
。
漁
村
の
活
性

化
に
向
け
、
行
政
・
民
間
の
事
業

者
・
地
元
関
係
者
な
ど
の
多
く
の

者
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
、
そ

の
取
組
み
を
様
々
な
視
点
か
ら
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
日

本
の
漁
業
・
漁
村
の
魅
力
を
再
認

識
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
内
外

に
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
「
海
業
」
は
、
ま
さ
に
そ

の
好
機
で
あ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

日
本
に
は
世
界
に
誇
る
べ
き
水

産
資
源
が
あ
り
、ま
た
日
本
の
漁
業

は
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に

は
、
全
国
の
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

に
関
係
す
る
す
べ
て
の
方
々
の
力

を
結
集
し
、
こ
の
長
期
計
画
を
着

実
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
こ
れ
ら
漁
港
関
連
予
算
を

含
む
水
産
関
係
予
算
に
つ
い
て
、

五
年
連
続
で
の
総
額
三
千
億
円
を

超
え
る
規
模
の
予
算
を
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
予
算
の

確
保
に
向
け
邁
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
厚
い
ご
支
援
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
日

の
漁
業
・
漁
港
・
漁
村
の
発
展
の

た
め
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会
並
び

に
本
日
お
集
ま
り
の
関
係
者
の
皆

様
と
と
も
に
、
漁
港
関
連
事
業
の

推
進
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
こ

と
を
表
明
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
の

開
催
に
当
た
り
、
漁
港
漁
場
漁
村

整
備
促
進
議
員
連
盟
の
会
長
と
し

て
一
言
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。ご

列
席
の
皆
様
に
は
、
我
が
国

水
産
業
の
振
興
と
漁
村
の
発
展
に

ご
尽
力
頂
い
て
お
り
衷
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
度
重
な
る
強
大
な
台
風

や
豪
雨
の
来
襲
に
よ
り
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
全
国
の
多
く
の
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
我
々
は
、
漁
港
、
漁
場
、

漁
村
の
整
備
を
促
進
し
て
、
豊
か

な
漁
村
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
議
員
連
盟
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
衆
・
参
国
会
議
員
１
４
４
名
で

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

国
民
の
努
力
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
よ
う
や
く
抑
制

さ
れ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
社

会
・
経
済
は
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
水
産
業
に
お
い
て
も
、

消
費
動
向
の
変
動
な
ど
に
よ
り
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
我
が
国
が
本
格

的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
た
こ

と
に
よ
る
漁
業
従
事
者
の
減
少
・

高
齢
化
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
等

に
よ
る
水
産
資
源
の
大
き
な
変

動
、
大
規
模
な
地
震
・
津
波
や
高

潮
・
高
波
に
よ
る
脅
威
な
ど
、
水

産
業
・
漁
村
は
多
く
の
課
題
を
持

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
下
、
我
が
国

水
産
業
を
安
定
的
な
成
長
産
業
と

し
て
復
活
さ
せ
る
た
め
に
は
、
漁

港
の
衛
生
管
理
対
策
の
向
上
や
流

通
の
効
率
化
に
よ
り
水
産
物
の
輸

出
を
推
進
す
る
こ
と
や
広
域
的
な

海
洋
環
境
の
改
善
に
よ
り
水
産
資

源
の
回
復
を
図
る
こ
と
な
ど
を
急

が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
併
せ
て
、

国
土
強
靱
化
の
推
進
や
漁
港
施
設

の
長
寿
命
化
、
或
い
は
漁
村
の
に

ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
必
要
な
諸
施

策
に
つ
い
て
も
総
合
的
か
つ
迅
速

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

８
月
末
に
農
林
水
産
省
か
ら
財

務
省
に
令
和
５
年
度
予
算
の
概
算

要
求
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
水

産
基
盤
整
備
予
算
の
要
求
は
８
６

０
億
円
で
あ
り
ま
す
。
今
般
の
予

算
要
求
に
は
、
地
域
に
と
っ
て
緊

急
性
の
高
い
諸
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
２
年
度
目
を
迎
え
た

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
を
着
実

に
実
行
し
、
水
産
政
策
の
改
革
を

推
進
し
て
い
く
上
で
重
要
な
意
味

を
持
ち
ま
す
の
で
、
予
算
獲
得
に

向
け
、
議
員
連
盟
と
い
た
し
ま
し

て
も
最
大
限
の
努
力
を
し
て
参
る

所
存
で
す
。

結
び
に
、
本
大
会
の
成
功
と
、

我
が
国
の
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の

発
展
、
ま
た
ご
列
席
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
し
、
私
の
祝

辞
と
い
た
し
ま
す
。

���������� 	
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全
国
の
漁
港
・
漁
場
関
係
者
が

集
う
第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

の
開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促

進
議
員
連
盟
の
衛
藤
征
士
郎
会

長
、
北
海
道
を
地
盤
と
す
る
国
会

議
員
の
先
生
方
、
そ
し
て
鈴
木
知

事
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
の
方
々

を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
す
る
と

共
に
、
全
国
よ
り
多
数
の
関
係
の

皆
さ
ん
が
集
わ
れ
る
盛
大
な
る
開

催
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
少
し

ず
つ
普
通
の
も
の
と
と
ら
え
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
こ
函
館
で
の
大
会
を
実
行

さ
れ
た
関
係
の
方
々
の
英
断
と
ご

労
苦
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
先
頃
の
組
閣
に
お
い
て

就
任
さ
れ
た
野
村
哲
郎
農
林
水
産

大
臣
は
、
水
産
業
に
も
造
詣
深
い

方
で
あ
り
、
そ
の
ご
経
験
と
手
腕

に
よ
り
、
業
界
が
直
面
す
る
諸
問

題
の
解
決
に
拍
車
を
か
け
て
頂
け

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
水
産
行
政
に
お
い
て
は
、

一
昨
年
に
改
正
さ
れ
た
「
漁
業
法
」

に
則
り
、
資
源
管
理
の
仕
組
み
の

改
良
等
、
種
々
の
施
策
が
実
行
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
気
候
変
動
の
中
、

依
然
主
要
魚
種
の
不
漁
は
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
の
減

退
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
紛
争

に
よ
る
市
場
の
不
安
定
等
、
業
界

を
取
り
巻
く
状
況
は
益
々
難
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
我
々
水
産
業
界
と

し
て
は
成
長
産
業
化
を
進
め
、
国

際
競
争
力
の
あ
る
強
い
水
産
業
を

確
立
す
る
た
め
に
、
供
給
面
に
お

い
て
は
、
「
人
・
船
・
資
源
の
構

造
改
革
」、
需
要
面
に
お
い
て
は
、

「
国
内
需
要
お
よ
び
消
費
の
拡
大
、

そ
し
て
輸
出
の
更
な
る
拡
大
」
を

推
し
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
お
集
ま
り
の
漁
港
・

漁
場
の
関
係
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
大
会
で
提
言
さ
れ

る
「
成
長
産
業
化
に
向
け
た
漁
港

の
生
産
・
流
通
機
能
強
化
や
増
養

殖
の
推
進
」、
「
水
産
資
源
の
回
復

や
生
産
力
強
化
」、
「
漁
港
等
の
強

靭
化
、
長
寿
命
化
」
そ
し
て
「
海

業
の
振
興
と
漁
村
活
性
化
」
を
推

進
頂
き
、
共
に
「
水
産
日
本
の
復

活
」
を
目
指
し
て
、
大
日
本
水
産

会
と
手
を
携
え
、
「
国
民
に
対
す

る
水
産
物
の
安
定
供
給
」
、
そ
し

て
「
水
産
業
と
漁
村
の
維
持
・
発

展
」
の
た
め
ご
尽
力
を
頂
き
た
い

と
、
念
願
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま

す
。結

び
に
あ
た
り
、
全
国
の
漁
港

・
漁
場
関
係
の
皆
様
の
ご
発
展
を

心
よ
り
祈
念
し
、
全
国
大
会
に
当

た
っ
て
の
、
お
祝
い
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
日
、
第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場

大
会
が
、
函
館
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
か
ら
北

海
道
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様

を
心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会
の

橋
本
会
長
を
は
じ
め
、
本
大
会
の

開
催
に
ご
尽
力
さ
れ
た
関
係
の
皆

様
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
お
忙
し
い
中
ご
列
席
い
た

だ
い
た
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
最
大
の
水
産
物
供
給
基

地
で
あ
る
北
海
道
は
、
太
平
洋
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
日
本
海
と
い
う

特
性
の
異
な
る
３
つ
の
豊
か
な
海

に
恵
ま
れ
、
沿
岸
漁
業
や
沖
合
底

び
き
網
漁
業
、
養
殖
漁
業
な
ど
、

様
々
な
漁
業
が
営
ま
れ
て
お
り
、

全
国
一
の
水
揚
げ
を
誇
る
ホ
タ
テ

ガ
イ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
サ
ケ
、

サ
ン
マ
、
コ
ン
ブ
な
ど
を
は
じ
め
、

漁
業
生
産
量
は
全
国
の
お
よ
そ
四

分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
水
産
業
を
取
り

巻
く
情
勢
は
、
海
洋
環
境
の
変
化

な
ど
に
よ
る
生
産
の
大
幅
な
減
少

や
、
担
い
手
の
減
少
・
高
齢
化
の

進
行
と
い
っ
た
生
産
体
制
の
脆
弱

化
に
加
え
、
燃
油
等
の
資
材
高
騰

や
消
費
者
の
魚
離
れ
な
ど
、
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
年
は
、
国
の

新
た
な
「
水
産
基
本
計
画
」
及
び

「
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
」
が

ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
な
年
。
本
大

会
を
契
機
と
し
て
、
全
国
の
漁
港

や
漁
場
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら

れ
、
我
が
国
の
水
産
業
の
一
層
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

道
と
し
て
も
、
本
道
の
水
産
業

が
将
来
に
わ
た
り
魅
力
あ
る
産
業

と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う
、
「
第

４
期
北
海
道
水
産
業
・
漁
村
振
興

推
進
計
画
」
の
も
と
施
設
の
衛
生

管
理
の
高
度
化
や
長
寿
命
化
、
水

産
資
源
の
維
持
増
大
に
向
け
た
施

設
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
ご
来
道
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
、
北
海
道
の
多
彩
な
秋
の
味

覚
や
豊
か
な
自
然
、
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
北
海
道

・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
な
ど
、

様
々
な
魅
力
を
存
分
に
堪
能
し
て

い
た
だ
き
、
大
会
の
思
い
出
に
加

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
来
年
９
月
に
は
、
３８
年

ぶ
り
と
な
る
「
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
」
が
、
北
海
道
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
豊
か
な
海
の
恵
み
を
、

次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
大
会
で
あ
り
、
環

境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
な
ど
、
海
が
果
た
し

て
い
る
重
要
な
役
割
を
、
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

た
い
の
で
、
こ
ち
ら
も
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会

の
ま
す
ま
す
の
発
展
、
並
び
に
、

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
歓
迎
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

た
だ
い
ま
、
ご
紹
介
を
頂
き

ま
し
た
、
三
重
県
漁
港
漁
場
協

会
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、

津
市
長
の
前
葉
泰
幸
で
ご
ざ
い

ま
す
。

本
大
会
で
の
提
案
理
由
の
説

明
に
先
立
ち
、
三
重
県
と
津
市

の
現
状
に
若
干
触
れ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

三
重
県
は
、
南
北
に
１
０
０

０
�
余
り
に
も
お
よ
ぶ
海
岸
線

を
有
し
て
お
り
、
大
き
く
３
つ

の
海
域
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
河

川
が
流
入
し
遠
浅
の
砂
浜
が
広
が
る
伊

勢
湾
海
域
で
は
、
イ
ワ
シ
類
、
マ
ア
ナ

ゴ
、
ア
サ
リ
等
が
漁
獲
さ
れ
、
沿
岸
域

で
は
黒
ノ
リ
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。外

海
に
面
し
黒
潮
の
影
響
を
強
く
受

け
る
熊
野
灘
海
域
で
は
、
カ
ツ
オ
、
サ

バ
、
ブ
リ
等
が
漁
獲
さ
れ
、
ま
た
、
県

内
の
魚
類
養
殖
業
の
中
心
地
で
あ
り

「
伊
勢
ま
だ
い
」
、
「
伊
勢
ま
は
た
」
等

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

二
つ
の
海
域
の
間
に
あ
り
、
湾
内
の

海
水
と
外
洋
水
が
複
雑
に
混
合
す
る
伊

勢
湾
口
部
や
リ
ア
ス
海
岸
に
よ
る
天
然

礁
を
有
す
る
鳥
羽
・
志
摩
海
域
で
は
、

マ
ダ
イ
や
ト
ラ
フ
グ
等
が
漁
獲
さ
れ

「
あ
の
り
ふ
ぐ
」
や
「
答
志
島
ト
ロ
さ

わ
ら
」
等
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
も
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
海
女
漁
業
、
刺
し
網
漁

業
で
は
、
ア
ワ
ビ
、
イ
セ
エ
ビ
等
が
漁

獲
さ
れ
、
ま
た
、
カ
キ
、
真
珠
、
青
ノ

リ
の
養
殖
も
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
豊
か
な
漁
場
に
恵
ま
れ

た
三
重
県
で
す
が
、
水
産
業
を
取
巻
く

情
勢
は
、
漁
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢

化
に
加
え
、
海
洋
環
境
の
変
化
や
水
産

資
源
の
低
迷
等
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
豊
か
な
海
の
再
生
に
向

け
た
藻
場
・
干
潟
造
成
等
の
漁
場
整
備

や
協
業
化
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
、

水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
高
付
加

価
値
化
等
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
防
災
対
策
と
し
ま
し
て
は
、

本
県
の
多
く
の
施
設
が
伊
勢
湾
台
風
を

契
機
に
築
造
さ
れ
、
約
６０
年
が
経
過
し

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
た
め
、激

甚
化
す
る
風
水
害
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
へ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
津
市
に
つ
い
て
で
す
が
、
伊

勢
湾
沿
岸
の
中
央
部
に
位
置
し
、
年
間

を
通
じ
て
温
暖
な
気
候
で
海
岸
線
は
南

北
に
約
２０
�
に
わ
た
っ
て
続
き
、
多
く

の
海
水
浴
客
が
訪
れ
ま
す
。

水
産
業
と
し
ま
し
て
は
、
イ
ワ
シ
類

が
多
く
水
揚
げ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
煮

干
し
、
し
ら
す
干
し
等
加
工
業
が
盛
ん

な
地
域
で
す
。
最
近
の
取
組
と
し
ま
し

て
は
、
漁
獲
直
後
か
ら
氷
で
十
分
に
冷

や
し
た
も
の
を
「
伊
勢
湾
マ
イ
ワ
シ
」
と

し
て
、
高
鮮
度
な
状
態
で
量
販
店
に
直

接
出
荷
す
る
取
組
を
開
始
し
、
消
費
者

か
ら
は
好
評
を
得
ら
れ
て
お
り
、
今
後

が
楽
し
み
な
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
津
市
北
部
地
域
の
海
岸
沿
い

に
は
民
家
が
集
中
し
て
お
り
、
老
朽
化

し
た
堤
防
を
切
れ
目
無
く
早
急
か
つ
一

体
的
に
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
省
庁
と
連
携
し
て
耐
震
・
高
潮

対
策
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
三
重
県
及
び
津
市
」

の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
付
議

議
案
「
令
和
５
年
度
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
・
海
岸
整
備
予
算
の
確
保
に
関
す
る

件
」
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
を
説
明
い

た
し
ま
す
。

我
が
国
の
水
産
業
、
漁
村
は
、
国
民

に
安
全
で
良
質
な
水
産
物
を
安
定
的
に

供
給
す
る
役
割
に
加
え
、
国
土
の
保
全
、

海
の
環
境
・
生
態
系
の
保
全
、
文
化
の

継
承
な
ど
様
々
な
社
会
的
役
割
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。

他
方
、
水
産
業
、
漁
村
は
、
漁
獲
の

低
迷
、
漁
業
の
担
い
手
の
減
少
・
高
齢

化
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
の
水
産
物

に
対
す
る
国
民
の
信
頼
に
応
え
る
と
と

も
に
、
水
産
物
の
輸
出
拡
大
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
沿
岸
環
境
の
保
全
・
再

生
や
漁
場
整
備
な
ど
の
資
源
回
復
対
策

と
漁
港
の
流
通
機
能
、
衛
生
管
理
機
能

の
高
度
化
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
い
将
来
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
始
め
と
し
た
大
規
模
な
地
震
・
津
波

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
地
球
温

暖
化
に
よ
り
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
台
風
、
集
中
豪
雨
等
が
多
発
す

る
な
ど
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
し
て
お

り
ま
す
。
漁
村
地
域
の
防
災
・
減
災
対

策
を
早
急
に
進
め
る
と
と
も
に
、
老
朽

化
し
た
施
設
の
長
寿
命
化
を
急
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

我
々
も
、
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に

必
要
な
漁
港
漁
場
整
備
の
推
進
、
防
災

・
減
災
対
策
や
長
寿
命
化
対
策
、
或
い

は
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
漁
村
の
活
性

化
な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
更
に

展
開
し
て
ゆ
く
に
は
、
国
全
体
の
力
強

い
支
援
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
漁
港
・
漁

場
・
漁
村
・
海
岸
整
備
予
算
を
確
保
し
、

一
�
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

漁
港
の
生
産
・
流
通
機
能
強
化
や
増
養

殖
の
推
進

一
�
海
洋
環
境
の
変
化
に
適
合
し
た
漁

場
整
備
に
よ
る
水
産
資
源
の
回
復
や
生

産
力
強
化
の
推
進

一
�
大
規
模
災
害
に
備
え
た
漁
港
・
漁

村
・
海
岸
の
強
靱
化
対
策
、
長
寿
命
化

対
策
の
推
進

一
�
地
域
資
源
・
人
材
の
活
用
や
漁
港

の
多
様
な
利
用
に
よ
る
海
業
の
振
興
と

漁
村
活
性
化
の
推
進

を
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

国
、
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
の

な
か
、
地
方
や
水
産
業
へ
の
社
会
資
本

投
資
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠
に
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
水
産
業
を
魅
力

あ
る
産
業
と
し
て
次
世
代
に
継
承
し
、

豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
漁
村
地
域

を
形
成
し
て
、水
産
業
や
漁
村
地
域
が
日

本
の
社
会
経
済
に
お
い
て
果
た
し
て
い

る
重
要
な
役
割
を
引
き
続
き
果
た
せ
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
喫
緊
の
課
題
と
し

て
こ
こ
に
提
案
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
満
場
の
ご
賛
同
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
、
提
案
理
由
の
説
明
を
終

わ
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

提
言
朗
読

議長選出

提提案案理理由由説説明明

���������	

祝祝 辞辞

大
日
本
水
産
会
会
長

代
読‥

大
日
本
水
産

会
常
務
理
事長

岡

英
典

白
須

敏
朗

提案理由を説明する

前葉泰幸三重県漁港

漁場協会会長

漁 港 漁 場 月 報

歓歓迎迎のの
ここととばば

北
海
道
知
事

鈴
木

直
道

提提
言言
朗朗
読読

議議
長長
選選
出出

開開
催催
地地
挨挨
拶拶

議長に選出された

�橋昌幸北海道漁

港漁場協会会長

挨拶する函館市の

工藤壽樹市長

提言を朗読する高

松美津枝北海道漁

協女性部連絡協議

会会長
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第７１回全国漁港漁場大会では、付議議

案「令和５年度漁港・漁場・漁村・海岸

整備予算の確保に関する件」に関連し、

意欲的な取り組みの現地報告として３件

の事例発表が行われた。

青森側とりまとめ役

大間町・Ｙプロジェクト（株）

代表 島康子氏

北海道側とりまとめ役

松前町・温泉旅館 矢野

女将 工藤夏子氏

「
海
を
つ
な
ぐ
女
た
ち

の
風
お
こ
し
」
と
題
し
て

発
表
し
た
津
軽
海
峡
マ
グ

ロ
女
子
会
（
マ
グ
女
）
。
津

軽
海
峡
を
取
り
囲
む
エ
リ

ア
に
暮
ら
す
パ
ワ
フ
ル
な

女
性
た
ち
が
、
津
軽
海
峡

の
マ
グ
ロ
の
よ
う
に
た
く

ま
し
く
、
し
な
や
か
に
、

に
ぎ
や
か
に
、
ま
ち
お
こ

し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
。現

在
の
会
員
数
は
９２
名

（
青
森
４９
名
、

道
南
４３
名
）。

事
例
発
表
で
は
青
森
側
の

と
り
ま
と
め
役
・
島
康
子

氏
（
大
間
町
、
Ｙ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
代
表
）
と
、
北
海

道
側
と
り
ま
と
め
役
・
工

藤
夏
子
氏
（
松
前
町
、
温

泉
旅
館
矢
野

女
将
）
が

登
壇
し
た
。

マ
グ
女
は
１
０
０
年
先

に
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と

を
残
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
立
場
や
利
害
関
係

を
乗
り
越
え
て
活
動
。
①

連
携
②
発
信
③
創
造
―
―

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
て

い
る
。

北
海
道
新
幹
線
開
業
時

に
は
自
発
的
な
キ
ャ
ラ
バ

ン
で
盛
り
上
げ
た
り
、
駅

弁
の
監
修
に
取
り
組
み
注

目
を
集
め
た
。
２
０
１
６

年
か
ら
は
「
マ
グ
女
の
セ

イ
カ
ン
�
博
覧
会
」
を
実

施
。
津
軽
海
峡
圏
を
マ
グ

ロ
の
よ
う
に
回
遊
し
て
も

ら
お
う
と
、
地
元
資
源
を

生
か
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て

い
る
。

近
年
、
こ
れ
ら
の
活
動

が
全
国
に
飛
び
火
し
、
関

門
海
峡
に
「
フ
ク
女
」
、
北

海
道
の
後
志
に
「
し
り
女
」
、

八
戸
に
は
「
は
づ
の
へ
サ

バ
嬢
」が
誕
生
し
て
い
る
。

１０
月
１９
日
、
午
後
５
時
か
ら
花
び

し
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
と
北
海
道
漁
港
協

会
の
共
催
で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
、
橋
本
牧
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が

主
催
者
挨
拶
を
行
い
、
続
い
て
地
元

函
館
市
を
代
表
し
て
工
藤
壽
樹
函
館

市
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
田
中
郁
也
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
長
よ
り
来
賓
挨
拶
が
あ

り
、
来
賓
紹
介
の
後
、
乾
杯
の
音
頭

を
阿
部
国
雄
北
海
道
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
が
行
っ
た
。

乾
杯
の
後
、
南
北
海
道
の
郷
土
芸

能
で
あ
る
江
差
追
分
、
松
前
神
楽
が

披
露
さ
れ
た
。
江
差

追
分
は
、
海
浜
に
生

き
る
江
差
地
方
の
風

土
に
溶
け
込
み
、
特

色
有
る
生
活
環
境

や
、
労
働
形
態
の
中

で
幾
多
の
変
遷
を
経

な
が
ら
育
ま
れ
た
民

謡
で
あ
る
。
１
９
６

３
年
か
ら
、
江
差
町

に
お
い
て
「
江
差
追

分
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

北
海
道
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
当
日
は
、
本
業
が

漁
師
で
あ
る
大
会
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

追
分
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
そ
の
本

物
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

ま
た
、
松
前
神
楽
は
、
旧
松
前
藩

が
、
か
つ
て
城
中
で
行
わ

せ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
お
城

神
楽
」
と
も
呼
ば
れ
、
神

職
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
わ

れ
た
も
の
が
後
に
広
が
っ

た
。
現
在
で
は
北
海
道
の

日
本
海
沿
岸
地
域
や
道
南

地
域
な
ど
広
い
地
域
で
伝

承
さ
れ
、
各
地
の
神
社
例

大
祭
等
で
公
開
さ
れ
て
お

り
、
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
獅
子

の
舞
で
は
、
会
場
の
宴
席
を
回
り
出

席
者
の
頭
を
噛
む
な
ど
し
て
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ま
た
、
会

場
内
で
は
北
海
道
産
の
自
慢
の
海
産

物
な
ど
も
振
舞
わ
れ
、
全
国
か
ら
参

集
し
た
多
く
の
参
加
者
に
よ
る
懇
談

が
続
い
た
。

鳥取県境港市産業部

部長 柏木頼文氏

「境漁港の高度衛生管理と観光の連携について」と題し、鳥取

県境港市産業部の柏木頼文部長が水産と観光の連携をさらに深化

させたまちづくりについて発表した。

全国有数の水揚げを誇る境漁港だ

が、市場施設の老朽化などにより高

度衛生管理型市場の整備が進められ、

今年８月に主要施設の整備が完了。

市場上屋内に一般の人が見学、体験

できる展示スペース「境港おさかな

パーク」をオープンし、市場を学習

の場や観光資源としても活用する。

さらに、「水木しげるロード」、「水

木しげる記念館」のある観光エリアと水産物直売施設などのある漁港エリアをつなぐ

ために、周遊バスや特徴的な道路標識の設置を進めているほか、水産資源を生かした

観光誘客イベントを開催して水産と観光の連携に取り組んでいる。

今後は市場を活用した体験メニューの充実や、クルーズ客船で来港する外国人観光

客の取り込み、新たな観光資源との連携などの取り組みを進めていくことで漁港エリ

アをさらなる観光資源とし、交流人口の拡大をめざす。

愛
媛
県
志

津
見
漁
港
の

「
魚
礁
と
一

体
的
に
機
能

す
る
増
殖
礁

設
置
場
所
と

し
て
の
活
用
」
に
つ
い
て
、
今
治
市
産

業
部
の
若
宮
浩
部
長
が
発
表
し
た
。

漁
船
隻
数
、
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い

る
志
津
見
漁
港
で
は
、
漁
港
地
域
の
活

力
を
取
り
戻
す
た
め
に
水
産
資
源
の
生

産
環
境
の
整
備
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
増
殖
場
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

志
津
見
漁
港
内
に
お
け
る
増
殖
礁
の

設
置
場
所
の
選
定
は
▽
地
元
漁
協
の
共

同
漁
業
権
設
定
区
域
内
で
あ
る
こ
と
▽

利
用
さ
れ
て
い
な
い
泊
地
を
有
効
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
▽
静
穏
が
保
た
れ

て
お
り
稚
魚
育
成
や
藻
場
造
成
に
適
し

て
い
る
▽
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
か
か
る
作

業
の
軽
量
化
が
図
れ
る
▽
海
底

勾
配
も
緩
や
か
で
あ
る
た
め
安

定
し
や
す
い
▽
稚
魚
放
流
と
の

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
―
―

こ
と
を
条
件
に
行
っ
た
。

今
年
５
月
に
水
中
ド
ロ
ー
ン

を
使
用
し
て
実
施
し
た
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
で
は
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
科
の

ア
カ
モ
ク
の
着
生
、
メ
バ
ル
の
稚
魚
と

成
魚
、
カ
ワ
ハ
ギ
が
み
ら
れ
た
。
増
殖

礁
を
設
置
し
た
他
地
区
で
は
キ
ジ
ハ
タ

も
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

放
流
と
の
相
乗
効
果
へ
の
期
待
も
大
き

い
。

愛
媛
県
今
治
市
産
業
部

部
長

若
宮
浩
氏

全国漁港漁場大会では、「漁船海難遺児育英会」の募

金活動が恒例となっている。

今大会においても（公財）

漁船海難遺児育英会が大会

会場において募金活動を行

った。多くの大会参加者が

募金活動に賛同し、「水色

の羽」を胸に付け大会に臨

んでいた。
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高
度
衛
生
管
理
型
に
整
備
さ
れ
た

県
営
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

意
欲
的
な
取
り
組
み
の
現
地
報
告

事事事事事事事事事事事事例例例例例例例例例例例例
報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告

夢夢とと活活力力ののああるる漁漁港港漁漁村村をを次次世世代代へへつつななぐぐ

「境漁港の高度衛生管理と

観光の連携について」

愛
媛
県
志
津
見
漁
港

発

表

者

発 表 者

「魚礁と一体的に機能する

増殖礁設置場所としての活用」

鳥取県境漁港

漁 港 漁 場 月 報

「海をつなぐ女たちの風おこし」

島氏（左）と工藤氏

事事事事事事事事事事事事例例例例例例例例例例例例
報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告

採
用
さ
れ
た
増
殖
礁

津軽海峡マグロ女子会

松
前
神
楽
が
披
露
さ
れ
た
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ををををををををををを
開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催

漁船海難遺児育英会が募金活動

阿部国雄北海道漁業協同組合連

合会会長による乾杯

挨拶する阿部北

海道漁連会長

事事事事事事事事事事事事例例例例例例例例例例例例
報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告
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発

表

者

津
軽
海
峡
を
取
り
囲
む
エ
リ
ア
で
ま

ち
お
こ
し
に
挑
戦
す
る
「
マ
グ
女
」

募
金
活
動
の
様
子



北
海
道
漁
港
協
会
は
、
第
７１
回

全
国
漁
港
漁
場
大
会
の
前
日
と
翌

日
の
１０
月
１８
日
と
２０
日
に
北
海
道

島
県
内
５
カ
所
で
漁
港
視
察
を
実

施
し
た
。
視
察
に
は
全
国
か
ら
大

会
に
参
加
し
た
協
会
の
う
ち
３４
協

会
、
延
べ
約
１
２
０
０
名
が
参
加

し
た
。

視
察
は
、
北
海
道
の
水
産
業
の

現
状
を
実
際
に
見
聞
き
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
次
の
５
カ
所
で
開
催

さ
れ
た
。

船
入
澗
防
波
堤
は
、

近
代
港
湾
整
備
の
父
と

言
わ
れ
た
廣
井
勇
博
士

の
設
計
に
基
づ
き
、
明

治
２９
年
か
ら
北
海
道
の

港
湾
工
事
と
し
て
は
初

め
て
国
費
助
成
を
投
じ

て
建
設
さ
れ
た
。
港
湾

修
築
の
先
駆
的
な
構
造

物
で
あ
る
。

こ
の
防
波
堤
は
、
歴

史
的
土
木
構
造
物
と
し

て
平
成
１６
年
度
に
土
木

学
会
選
奨
土
木
遺
産
に

認
定
さ
れ
て
い
る
。

防
波
堤
で
現
場
説
明
を
受
け
た

後
、
函
館
市
国
際
水
産
・
海
洋
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
。

（
２５
協
会
５
６
０
人
が
参
加
）。

二
、
北
斗
漁
港
（
上
磯
地
区
）

（
北
斗
市
）

船
揚
場
背
後
の
漁
港
施
設
の
有

効
利
用
と
地
域
産
業
の
活
性
化
を

目
指
し
て
上
磯
郡
漁
業
協
同
組
合

が
国
の
承
認
を
受
け
、
イ
ー
ト
イ

ン
ス
ペ
ー
ス
型
の
直
販
施
設
「
北

斗
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
」
を
建
設
。

地
元
産
の
カ
キ
や
海
産
物
の
網
焼

き
を
提
供
し
て
い
る
。

北
斗
漁
港
（
上
磯
地
区
）
と
北

斗
フ
ッ
ィ
シ
ャ
リ
ー
を
見
学
し
現

場
説
明
を
受
け
た
。
（
６
協
会
１
９

０
人
が
参
加
）。

三
、
鹿
部
漁
港
（
鹿
部
町
）

水
産
物
の
生
産
・
流
通
拠
点
と

し
て
、
陸
揚
げ
か
ら
出
荷
ま
で
の

衛
生
的
で
安
全
か
つ
効
率
的
な
水

産
物
の
供
給
を
目
指
す
た
め
、
直

射
日
光
や
雨
水
、
鳥
糞
、
埃
な
ど

の
排
除
を
目
的
と
し
た
屋
根
付
き

岸
壁
及
び
取
排
水
施
設
等
の
整
備
、

衛
生
管
理
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
郊
の
「
道
の
駅
し
か

べ
間
歇
泉
公
園
」
に
は
、
全
国
的

に
珍
し
い
高
さ
１５
ｍ
に
噴
出
す
る

天
然
温
泉
の
間
歇
泉
が
あ
る
。

鹿
部
漁
港
と
道
の
駅
し
か
べ
間

歇
泉
公
園
で
現
場
説
明
を
受
け
た
。

（
６
協
会
１
５
０
人
が
参
加
）。

四
、
登
別
漁
港
（
登
別
市
）

水
産
物
の
生
産
・
流
通
拠
点
と

し
て
、
陸
揚
げ
か
ら
出
荷
ま
で
の

衛
生
的
で
安
全
か
つ
効
率
的
な
水

産
物
の
供
給
を
目
指
し
、
屋
根
付

き
岸
壁
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
衛
生
管
理
型
漁
港
。

登
別
漁
港
の
見
学
と
い
ぶ
り
中

央
漁
協
で
現
場
説
明

を
受
け
た
。
（
１０
協
会

２
４
０
人
が
参
加
）。

屋
根
付
き
岸
壁
な

ど
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
衛
生
管
理
型
漁

港
。
東
し
ゃ
こ
た
ん

漁
業
協
同
組
合
で
は

「
東
し
ゃ
こ
た
ん
直

売
場
」
を
加
工
場
と

一
体
で
整
備
し
、
生

鮮
品
や
水
産
加
工
品

を
販
売
し
て
い
る
。

古
平
漁
港
を
見
学

し
、
水
産
加
工
場
と

直
売
場
で
現
場
説
明

を
受
け
た
。
（
２
協
会

６０
人
が
参
加
）。

����������

第第
７７１１
回回
全全
国国
漁漁
港港
漁漁
場場
大大
会会
でで
漁漁
港港
視視
察察
をを
実実
施施

一
、
函
館
漁
港

（
函
館
市
）

古平漁港を視察した一行

漁 港 漁 場 月 報

五
、
古
平
漁
港

（
古
平
町
）

	�
 ����

古
平
漁
港
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
様
子
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（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
と
全
国
漁
港
海

岸
防
災
協
会
の
共
催
、
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総

合
研
究
所
と
（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
の
協
賛
、
水
産
庁
後
援
に
よ
る
２
０
２
２
漁

港
漁
場
漁
村
海
岸
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

が
、
第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
の
場
で
発
表
さ

れ
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
審
査
は
９
月
１
日
に
行

わ
れ
、
入
賞
作
品
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め

ら
れ
て
大
会
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
。

入
賞
作
品
は
、
特
選
１
席
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

１
点
、
特
選
２
席
（
水
産
庁
長
官
賞
）
１
点
、
特

選
３
席
（
全
国
漁
港
漁
場
協
会
長
賞
、
全
国
漁
港

海
岸
防
災
協
会
長
賞
、
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究

所
理
事
長
賞
、
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
理

事
長
賞
）
各
１
点
、
入
選
５
点
、
佳
作
９
点
で
、

入
賞
者
は
別
表
の
通
り
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

���������� 	
�

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁
港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港
漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸
写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真
ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

入入賞賞作作品品
決決定定！！
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漁漁漁漁漁漁漁漁
港港港港港港港港
漁漁漁漁漁漁漁漁
場場場場場場場場
漁漁漁漁漁漁漁漁
村村村村村村村村
総総総総総総総総
合合合合合合合合

研研研研研研研研
究究究究究究究究
所所所所所所所所
理理理理理理理理
事事事事事事事事
長長長長長長長長
賞賞賞賞賞賞賞賞

特特特特特特特選選選選選選選
３３３３３３３席席席席席席席

特特特特特特特選選選選選選選
３３３３３３３席席席席席席席

全全全全全全全全
国国国国国国国国
漁漁漁漁漁漁漁漁
港港港港港港港港
海海海海海海海海
岸岸岸岸岸岸岸岸
防防防防防防防防
災災災災災災災災
協協協協協協協協
会会会会会会会会
長長長長長長長長
賞賞賞賞賞賞賞賞

全全全全全全全全国国国国国国国国漁漁漁漁漁漁漁漁港港港港港港港港漁漁漁漁漁漁漁漁場場場場場場場場協協協協協協協協会会会会会会会会長長長長長長長長賞賞賞賞賞賞賞賞

水水水水水水水
産産産産産産産
土土土土土土土
木木木木木木木
建建建建建建建
設設設設設設設
技技技技技技技
術術術術術術術

セセセセセセセ
ンンンンンンン
タタタタタタタ
ーーーーーーー
理理理理理理理
事事事事事事事
長長長長長長長
賞賞賞賞賞賞賞

特特特特特特特選選選選選選選
３３３３３３３席席席席席席席
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特特特特特特特特特特選選選選選選選選選選
１１１１１１１１１１席席席席席席席席席席

特特特特特特特選選選選選選選
３３３３３３３席席席席席席席

特特特特特特特特特選選選選選選選選選
２２２２２２２２２席席席席席席席席席

農農農農農農農農農農農農
林林林林林林林林林林林林
水水水水水水水水水水水水
産産産産産産産産産産産産
大大大大大大大大大大大大
臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

水水水水水水水水水水
産産産産産産産産産産
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁
長長長長長長長長長長
官官官官官官官官官官
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
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自
民
党
の
漁
港
漁
場
漁
村

整
備
促
進
議
員
連
盟
（
衛
藤

征
士
郎
会
長
）
は
臨
時
総
会

を
東
京
・
永
田
町
の
党
本
部

で
１７
日
開
催
し
、
「
漁
港
・

漁
場
・
漁
村
の
整
備
促
進
に

関
す
る
緊
急
特
別
決
議
」
を

採
択
し
た
。
４３
名
の
国
会
議

員
が
出
席
し
た
。

総
会
に
は
田
中
郁
也
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
ら
水

産
庁
幹
部
及
び
関
係
団
体
を

招
き
協
議
を
行
っ
た
。

山
本
順
三
幹
事
長
の
司
会

で
議
事
が
進
め
ら
れ
、
始
め

に
衛
藤
会
長
か
ら
「
令
和
５

年
度
予
算
は
新
た
な
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
を
実
行
し

て
い
く
う
え
で
重
要
な
予

算
。
日
を
改
め
て
財
務
省
へ

申
し
入
れ
を
行
う
が
、
ぜ
ひ

多
く
の
先
生
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
が
合

っ
た
。

決
議
で
は
地
域
か
ら
の
要

望
が
強
い
▽
水
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
漁
港
の
生

産
・
流
通
機
能
強
化
や
養
殖

業
の
推
進
▽
海
洋
環
境
の
変

化
に
適
合
し
た
漁
場
整
備
に

よ
る
水
産
資
源
の
回
復
と
豊

な
生
態
系
の
再
生
▽
大
規
模

災
害
に
備
え
た
漁
港
・
漁
村

・
海
岸
の
防
災
・
減
災
・
長

寿
命
化
対
策
の
推
進
▽
「
海

業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）
」
の
振

興
や
漁
港
の
多
様
な
利
活
用

に
よ
る
漁
村
の
賑
わ
い
の
再

生
―
―
に
取
り
組
む
た
め
、

令
和
５
年
度
水
産
関
係
公
共

予
算
の
概
算
要
求
額
の
満
額

確
保
を
求
め
た
。
後
日
、
財

務
省
主
計
局
へ
決
議
の
申
し

入
れ
を
す
る
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員
４３

名
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】
井
林
辰

憲
、
伊
東
良
孝
、今
村
雅
弘
、

江
渡
聡
徳
、衛
藤
征
士
郎
、大

野
敬
太
郎
、加
藤
竜
祥
、金
子

恭
之
、
神
田
潤
一
、
北
村
誠

吾
、
木
村
次
郎
、
鈴
木
英
敬
、

関
芳
弘
、田
村
憲
久
、�
鳥
修

一
、高
見
康
裕
、武
部
新
、
中

村
裕
之
、
西
田
昭
二
、
長
谷

川
淳
二
、
細
田
健
一
、
堀
井

学
、
牧
島
か
れ
ん
、
松
本
剛

明
、
宮
内
秀
樹
、
森
英
介

【
参
議
院
議
員
】
青
木
一

彦
、
井
上
義
行
、
猪
口
邦
子
、

江
島
潔
、北
村
経
夫
、上
月
良

祐
、
進
藤
金
日
子
、
末
松
信

介
、
高
橋
は
る
み
、
滝
波
宏

文
、
長
峯
誠
、
馬
場
成
志
、
山

下
雄
平
、山
本
啓
介
、山
本
佐

知
子
、山
本
順
三
、若
林
洋
平

全
日
本
漁
港
建
設
協
会

（
全
漁
建
、
岡
貞
行
会
長
）

は
「
建
設
業
界
の
や
り
が
い
」

を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
１０

月
１３
日
（
木
）
午
後
１
時
３０

分
か
ら
、
東
京
都
中
央
区
の

「
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
東
京

八
重
洲
南
口
」で
開
催
し
た
。

魅
力
あ
る
建
設
業
界
の
構
築

に
向
け
て
議
論
を
深
め
た
。

岡
会
長
は
冒
頭
あ
い
さ
つ

で
「
漁
港
建
設
業
は
我
が
国

水
産
業
を
支
え
る
基
盤
で
あ

る
と
と
も
に
、
地
域
の
守
り

手
と
し
て
の
役
割
も
担
う
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」

と
強
調
し
た
う
え

で
、
建
設
業
を
志

す
若
者
や
技
能
労

働
者
が
不
足
し
て

い
る
現
状
を
説

明
。
「
漁
港
建
設

業
界
の
魅
力
が
理

解
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
そ
の
一
因

で
、
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
果
た
し
て

い
る
役
割
へ
の
理

解
増
進
が
必
要
」

と
指
摘
し
た
。

話
題
提
供
と
し
て
岡
会
長

は
「
漁
港
建
設
業
の
や
り
が

い
発
見
！
」と
題
し
て
講
演
。

「
漁
港
建
設
業
は
い
わ
ゆ
る

マ
イ
ナ
ス
３
Ｋ
（
き
つ
い
、

汚
い
、
危
険
）
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
が
、
重
要
な
産
業
で

あ
る
と
と
も
に
誇
れ
る
仕

事
。
こ
れ
を
、
若
者
や
若
者

の
職
業
選
択
に
影
響
を
与
え

る
周
り
の
大
人
に
ど
の
よ
う

に
伝
え
て
い
く
べ
き
か
」
と

問
題
提
起
し
た
。

若
者
に
求
め
ら
れ
る

「
新
３
Ｋ
＋
１
」

中
央
大
学
研
究
開
発
機
構

の
片
石
温
美
教
授
は
「
漁
港

建
設
業
に
対
す
る
若
手
技
術

者
等
の
意
識
調
査
」
と
題
し

て
講
演
。
令
和
３
～
４
年
に

わ
た
っ
て
実
施
し
た
漁
港
建

設
業
の
担
い
手
確
保
対
策
調

査
の
結
果
を
報
告
し
た
。

そ
の
う
ち
、
全
漁
建
会
員

企
業
の
若
手
技
術
者
に
対
す

る
「
就
職
後
の
意
識
」
に
関

す
る
質
問
で
は
、
満
足
度
が

一
番
高
か
っ
た
の
が
「
や
り

が
い
」。次
い
で「
職
場
環
境
」

「
研
修
・
教
育
」と
な
っ
た
。一

方
、「
勤
務
時
間
」
「
休
暇
取

得
」
「
給
与
・
将
来
性
」
の

満
足
度
が
低
く
な
っ
た
。

漁
港
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
向
け
て
①
新
３
Ｋ

（
給
与
・
休
暇
・
希
望
）
＋
１

（
家
族
）へ
の
取
り
組
み
②
若

者
が
心
惹
か
れ
る
よ
う
な
か

っ
こ
良
さ
③
モ
ノ
づ
く
り
と

し
て
の
魅
力
・
や
り
が
い
―

―
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ロ
ー

バ
ル
の
折
下
定
夫
参
事
が

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
漁
港
物
語
」、

渋
谷
潜
水
工
業
の
渋
谷
正
信

社
長
が「
日
本
の
海
・
漁
業
に

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
洋
上
風
力

づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。

自
民
党
の
漁
港
漁
場
漁
村

整
備
促
進
議
員
連
盟
（
衛
藤

征
士
郎
会
長
）
は
鈴
木
俊
一

財
務
大
臣
、
新
川
浩
嗣
主
計

局
長
ら
に
「
漁
港
・
漁
場
・

漁
村
の
整
備
促
進
に
関
す
る

緊
急
特
別
決
議
」
の
申
し
入

れ
を
１１
月
２２
日
（
火
）
行
っ

た
。
漁
港
議
連
に
所
属
す
る

総
勢
２２
名
の
国
会
議
員
が
参

加
し
た
。

１７
日
に
開
催
さ
れ
た
漁
港

漁
場
整
備
促
進
議
員
連
盟
の

臨
時
総
会
で
の
決
議
を
受
け

て
実
施
し
た
も
の
で
、
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
漁
港
・
漁

場
・
漁
村
の
整
備
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
、
令
和
５
年

度
水
産
関
係
公
共
予
算
の
確

保
を
求
め
た
。

始
め
に
、
１０

時
４５
分
か
ら
鈴

木
大

臣

に

面

会
。
衛
藤
会
長

は
「
鈴
木
大
臣

は
長
期
計
画
の

策
定

に

当

た

り
、
検
討
委
員
会
で
委
員
長

を
務
め
ら
れ
た
。
そ
の
計
画

に
基
づ
い
た
令
和
５
年
度
予

算
の
概
算
要
求
で
は
令
和
４

年
度
比
１８
％
増
の
８
６
０
億

円
を
要
求
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
決
議
の
四
項
目
が
着
実

に
推
進
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
予
算
の
確
保
を
お
願
い
し

た
い
」
と
求
め
た
。

鈴
木
大
臣
は
「
大
変
大
勢

の
先
生
方
に
お
出
で
い
た
だ

き
、
水
産
基
盤
整
備
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
て
い

る
。
来
年
は
べ
ら
ぼ
う
に
予

算
の
か
か
る
事
業
が
目
白
押

し
で
財
政
は
非
常
に
厳
し
い

が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
納

得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

出
来
栄
え
の
予
算
を
め
ざ
し

た
い
」
と
応
じ
た
。

続
い
て
、
新
川
主
計
局
長

ら
幹
部
に
面
会
し
、
水
産
基

盤
整
備
事
業
の
現
状
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
と
も
に
決
議

文
を
手
渡
し
た
。
新
川
主
計

局
長
は
「
水
産
業
の
状
況
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
た
う
え

で
関
係
省
庁
と
協
議
し
た

い
」
と
話
し
た
。

申
し
入
れ
に
参
加
し
た
国

会
議
員
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】
衛
藤
征

士
郎
、
加
藤
竜
祥
、
金
子
恭

之
、
神
田
潤
一
、
鈴
木
英
敬
、

高
見
康
裕
、
田
村
憲
久
、
長

谷
川
淳
二
、
藤
井
比
早
之
、

堀
井
学
、
宮
内
秀
樹
、
宮
澤

博
行【

参
議
院
議
員
】
青
木
一

彦
、
井
上
義
行
、
加
藤
明
良
、

上
月
良
祐
、
進
藤
金
日
子
、

馬
場
成
志
、
舞
立
昇
治
、
宮

崎
雅
夫
、
山
本
啓
介
、
山
本

順
三

水
産
庁
は
地
域
資
源
の
価
値
や

魅
力
を
活
用
し
て
所
得
機
会
の
増

大
を
図
る
「
海
業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）」

の
振
興
に
向
け
、
モ
デ
ル
形
成
に

取
り
組
む
地
区
の
募
集
を
１１
月
１８

日
開
始
し
た
。

国
は
新
た
な
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
の
中
で
、
地
域
の
賑
わ
い

や
所
得
と
雇
用
を
生
み
出
す
取
り

組
み
と
し
て
海
業
を
位
置
づ
け
、

振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
一
方
、
地
元
で
は
海
業
の

取
り
組
み
を
具
体
的
に
ど
う
進
め

て
い
く
べ
き
か
、
悩
み
を
抱
え
て

い
る
。

そ
の
た
め
、
海
業
振
興
の
モ
デ

ル
形
成
に
意
欲
の
あ
る
地
区
を
選

定
し
、
水
産
庁
の
協
力
・
支
援
に

よ
り
先
行
事
例
を
創
出
。
横
展
開

を
図
る
こ
と
で
、
新
た
な
漁
港
長

期
計
画
に
示
し
た
成
果
目
標
「
海

業
等
の
取
り
組
み
を
お
お
む
ね
５

０
０
件
展
開
」
を
実
現
す
る
。

支
援
内
容
は
地
区
の
課
題
や
現

状
の
調
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
分
析

の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
設

立
・
運
営
、
計
画
づ
く
り
や
効
果

検
証
な
ど
。

応
募
主
体
は
①
漁
港
管
理
者
（
都

道
府
県
、
市
町
村
）
②
水
産
業
協
同

組
合
③
民
間
事
業
者（
任
意
団
体
含

む
）の
い
ず
れ
か
。
②
と
③
に
つ
い

て
は
漁
港
管
理
者
と
の
連
携
を
必

須
と
し
た
。

主
に
漁
港
区
域
内
で
の
「
渚
泊
、

体
験
、
観
光
関
係
」「
釣
り
、
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
」「
飲
食
、
販
売
、
加

工
関
係
」「
漁
港
を
利
用
し
た
増
養

殖
関
係
」
と
い
っ
た
、
水
産
業
の

持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
取
り
組

み
を
対
象
と
し
て
い
る
。
取
り
組

み
内
容
に
よ
っ
て
は
漁
港
区
域
外

で
も
対
象
に
す
る
。

応
募
は
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
申
請
書
を
入
手
し
、
メ
ー
ル
で

提
出
す
る
。
締
め
切
り
は
来
年
１

月
２０
日
。

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
、
１０
月
１９
日
午
後
１２

時
３０
分
か
ら
函
館
市
市
民
会

館
３
階
大
会
議
室
に
お
い
て

令
和
４
年
度
第
２
回
理
事
会

を
開
催
し
た
。
議
事
に
先
立

ち
橋
本
牧
会
長
が
挨
拶
し

た
。
事
務
局
か
ら
理
事
会
は

定
足
数
を
満
た
し
て
お
り
成

立
し
て
い
る
こ
と
及
び
監
事

３
名
が
出
席
し
て
い
る
旨
が

報
告
さ
れ
た
後
、
議
事
に
入

っ
た
。

先
ず
、
第
７１
回
全
国
漁
港

漁
場
大
会
付
議
議
案
承
認
の

件
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
よ

り
、
今
年
度
各
地
区
で
開
催

さ
れ
た
漁
港
漁
場
大
会
や
地

区
協
議
会
か
ら
提
案
さ
れ
た

議
題
を
課
題
毎
に
整
理
し
、

ま
た
、
水
産
庁
の
令
和
５
年

度
概
算
要
求
内
容
等
を
踏
ま

え
て
大
会
付
議
議
案
が
作
成

さ
れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ

た
。ま

た
、
第
７２
回
全
国
漁
港

漁
場
大
会
開
催
地
決
定
の
件

に
つ
い
て
は
、
事
務
局
か
ら

の
説
明
後
、
来
年
の
令
和
５

年
度
に
開
催
さ
れ
る
第
７２
回

大
会
を
令
和
５
年
１０
月
１８
日

（
水
）
１３
時
よ
り
東
京
都
千

代
田
区
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
Ｃ
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

こ
と
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、

令
和
４
年
度
（
上
半
期
）
職

務
執
行
状
況
に
つ
い
て
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。

漁
港
漁
場
漁
村
整
備

促
進

議
員
連
盟
が
臨
時
総
会

���������	

先行事例創出、横展開図る

「海業振興」へ
モデル地区募集

緊緊急急特特別別決決議議をを採採択択

要要請請へへのの参参加加呼呼びびかかけけ

多くの国会議員と関係者が出席した

鈴木財務大臣に面会

財務省に申し入れ
漁港議連

水水
産産
庁庁

漁 港 漁 場 月 報

鈴木財務大臣（前列中央右）への申し入れに参加した国会議員

「建設業界のやりがい」

テーマにセミナー開催

全日本漁港建設協会

セミナーの様子

第
２
回
理
事
会
を
開
催

新川主計局長ら幹部にも要請した

（
公
社
）全
国
漁
港
漁
場
協
会
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産
庁
と
岩
手
県
、
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
は

「
第
２０
回
全
国
漁
港
漁
場
整

備
技
術
研
究
発
表
会
」
を
１１

月
９
日
、
岩
手
県
盛
岡
市
ア

イ
ー
ナ
い
わ
て
県
民
情
報
交

流
セ
ン
タ
ー
の
小
田
島
組
☆

ほ
～
る
で
開
催
し

た
。
翌
１０
日
に
は

大
船
渡
漁
港
や
田

老
漁
港
な
ど
を
見

学
し
た
。

同
発
表
会
は
昭

和
３１
年
か
ら
平
成

１３
年
ま
で
「
全
国

漁
港
建
設
技
術
研

究
発
表
会
」
と
し

て
４６
回
開
催
さ

れ
、
平
成
１４
年
か

ら
は
漁
場
整
備
に
関
す
る
技

術
を
加
え
、
漁
港
と
漁
場
を

一
体
的
に
取
り
扱
う
発
表
会

と
し
て
名
称
が
改
め
ら
れ

た
。
今
年
で
２０
回
目
、
昭
和

３１
年
か
ら
は
通
算
６６
回
目
の

発
表
会
と
な
る
。

全
国
の
漁
港
漁
場
整
備
に

か
か
る
新
し
い
研
究
成
果
や

先
進
事
例
を
紹
介
し
、
漁
港

漁
場
整
備
の
技
術
の
向
上
、

普
及
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
年
度
は
全
国
の
漁
港
漁
場

関
係
技
術
者
約
２
２
０
名
が

参
加
し
た
。

岩
手
大
・
南
教
授

が
基
調
講
演

１
日
目
の
発
表
会
開
催
に

際
し
、
水
産
庁
の
中
村
隆
漁

港
漁
場
整
備
部
整
備
課
長
、

橋
本
牧
（
公
社
）
全
国
漁
港

漁
場
協
会
長
、
藤
代
克
彦
岩

手
県
農
林
水
産
部
長
が
挨
拶

し
た
。

藤
代
部
長
は
岩
手
県
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
「
『
岩
手

県
水
産
基
盤
整
備
方
針
』
に

基
づ
き
、
漁
業
生
産
の
効
率

化
や
就
労
環
境
の
改
善
、
大

型
台
風
・
低
気
圧
に
よ
る
高

波
や
津
波
に
対
す
る
防
災
・

減
災
対
策
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
水
産
資

源
の
回
復
・
増
大
を
目
指
し
、

藻
場
再
生
の
取
組
や
ヤ
リ
イ

カ
な
ど
新
た
な
魚
種
を
対
象

と
し
た
漁
場
整
備
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
」と
紹
介
し
た
。

基
調
講
演
で
は
岩
手
大
学

理
工
学
部
社
会
基
盤
・
環
境

コ
ー
ス
の
南
正
昭
教
授
が

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
向
け
た
『
ま
ち
づ
く

り
』」
と
題
し
て
話
し
た
。

続
い
て
一
般
発
表
が
行
わ

れ
た
。

第
４１
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
が
１１
月
１２
日
（
土
）

と
１３
日
（
日
）
に
兵
庫
県
明

石
市
で
開
催
さ
れ
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と

式
典
や
放
流
行
事
が
行
わ
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「
広
げ
よ
う

碧
く
豊
か
な
海
づ
く
り
」
。

主
催
は
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
推
進
委
員
会
と
第
４１
回
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
兵

庫
県
実
行
委
員
会
。

同
大
会
は
水
産
資
源
の
保

護
・
管
理
と
海
や
湖
沼
・
河

川
の
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

広
く
国
民
に
訴
え
る
と
と
も

に
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の

推
進
を
通
じ
て
、
水
産
業
の

振
興
と
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
推
進
委
員
会
と
の

共
催
に
よ
り
、
都
道
府
県
ご

と
に
毎
年
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
兵
庫
県
で
の
開
催

は
昭
和
５７
年
の
第
２
回
大
会

以
来
で
あ
り
、
全
国
初
の
２

度
目
の
開
催
地
と
な
っ
た
。

式
典
で
は
天
皇
陛
下
が

「
豊
か
な
海
の
環
境
を
保
全

し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
は
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
。
こ
の
大
会
を
機
に
、

海
や
漁
業
へ
の
理
解
と
関
心

が
深
ま
り
、
豊
か
な
海
づ
く

り
の
輪
が
兵
庫
県
か
ら
全
国

に
広
が
る
こ
と
を
願
う
」
と

お
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
漁
場
環
境
の
保
全

や
資
源
管
理
、
栽
培
漁
業
な

ど
豊
か
な
海
づ
く
り
に
係
る

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体

・
個
人
の
表
彰
の
ほ
か
、
水

産
業
や
水
域
の
環
境
保
全
を

題
材
と
し
た
最
優
秀
作
文
の

発
表
、
漁
業
後
継
者
に
よ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
、
大
会

決
議
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
地
元
漁
船
団
に

よ
る
海
上
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、
明
石
港
の
護
岸
で
観
覧

さ
れ
る
両
陛
下
の
前
で
様
々

な
漁
法
を
披
露
。
続
い
て
、

両
陛
下
に
よ
り
マ
ダ
イ
と
ヒ

ラ
メ
の
稚
魚
が
瀬
戸
内
に
放

流
さ
れ
た
。

関
連
行
事
と
し
て
「
豊
か

な
海
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」「
ぼ

う
ぜ
鯖
祭
り
」
「
浜
坂
み
な

と
カ
ニ
祭
り
」
「
淡
路
水
産

ま
つ
り
」
も
行
わ
れ
た
。

特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協

議
会
は
第
２８
回
通
常
総
会
を

１１
月
１０
日
（
木
）
午
後
２
時

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案

通
り
承
認
し
た
。

冒
頭
、
会
長
の
菅
原
茂
気

仙
沼
市
長
が
主
催
者
挨
拶
、

田
中
郁
也
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
長
、
橋
本
牧
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が

来
賓
挨
拶
し
た
。

第
１
号
議
案
「
令
和
３
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に

つ
い
て
」
と
、
第
２
号
議
案

「
令
和
４
年
度
事
業
計
画

（
案
）
・
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
」
で
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
総
会
を
令
和
３
年

度
は
開
催
し
て
い
な
い
こ

と
、
令
和
４
年
度
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
を
予
定
し
た

こ
と
、
両
年
と
も
会
費
は
未

請
求
と
し
た
こ
と
を
事
務
局

が
説
明
。
監
事
の
越
川
信
一

銚
子
市
長
が
監
査
報
告
を
行

っ
た
。

第
３
号
議
案
「
第
２９
回
通

常
総
会
開
催
場
所
に
つ
い

て
」
で
は
次
回
通
常
総
会
を

三
浦
市
に
お
い
て
開
催
す
る

提
案
が
あ
っ
た
。

第
４
号
議
案
の
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
は
、
会
長
を
三

浦
市
の
吉
田
英
男
市
長
、
副

会
長
を
焼
津
市
の
中
野
弘
道

市
長
、
浜
田
市
の
久
保
田
章

市
市
長
、
監
事
を
銚
子
市
の

越
川
信
一
市
長
と
枕
崎
市
の

前
田
祝
成
市
長
と
す
る
案
が

事
務
局
よ
り
提
示
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
全
国
水
産
都
市

三
団
体
連
絡
協
議
会
に
関
す

る
報
告
事
項
と
し
て
、
７
月

２２
日
の
総
会
後
に
谷
川
会
長

他
と
橋
本
（
公
社
）
全
国
漁

港
漁
場
協
会
会
長
に
て
、
農

林
水
産
省
の
幹
部
、
財
務
省

及
び
国
会
議
員
に
対
し
て
要

望
書
を
手
渡
し
要
望
活
動
を

行
っ
た
こ
と
、
市
長
会
か
ら

齋
藤
正
美
石
巻
市
長
、
中
村

元
太
石
巻
市
産
業
部
次
長
が

参
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。

令
和
５
年
度
の
会
長
に
つ

い
て
は
、
持
ち
回
り
で
全
国

市
議
会
議
長
会
特
定
第
三
種

漁
港
協
議
会
の
会
長
と
な
る

こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

議
事
の
終
了
後
、
水
産
庁

の
田
中
部
長
が
「
新
た
な
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
と
海

業
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題

し
講
演
を
行
っ
た
。

出
席
者
は
市
長
本
人
出
席

４
名（
気
仙
沼
市
、
銚
子
市
、

三
浦
市
、
境
港
市
）
、
代
理

出
席
８
名
（
石
巻
市
、
塩
竈

市
、
焼
津
市
、
浜
田
市
、
下

関
市
、
福
岡
市
、
長
崎
市
、

枕
崎
市
）
、
議
長
委
任
１
名

（
八
戸
市
）。

第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大

会
（
１０
月
に
北
海
道
函
館
市

で
開
催
）
で
「
令
和
５
年
度

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸

整
備
予
算
の
確
保
に
関
す
る

件
」
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
を
同
大
会
の
提
言
と

し
て
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

長
、
各
都
道
府
県
漁
港
漁
場

協
会
会
長
、
全
国
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
会
長
の
連
名
で

政
府
及
び
各
都
道
府
県
の
地

元
選
出
国
会
議
員
等
に
働
き

か
け
、
提
言
事
項
の
実
現
を

図
る
こ
と
を
決
議
。
今
年
度

の
幹
事
協
会
を
中
心
に
各
省

庁
へ
要
請
を
行
う
「
合
同
要

請
」
と
、
都
道
府
県
漁
港
漁

場
協
会
が
地
元
選
出
国
会
議

員
に
対
し
て
要
請
す
る
「
個

別
要
請
」
を
１１
月
７
日
（
月
）

に
実
施
し
た
。

農
林
水
産
省
で
は
勝
俣
孝

明
副
大
臣
、
神
谷
崇
水
産
庁

長
官
、
田
中
郁
也
漁
港
漁
場

整
備
部
長
に
面
会
。
提
言
に

つ
い
て
「
水
産
業
を
魅
力
あ

る
産
業
と
し
、
漁
村
を
豊
か

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
と

す
る
た
め
に
重
要
な
課
題
」

と
し
、
支
援
を
求
め
た
。

財
務
省
で

は
河
口
健
児

主
計
官
に
面

会
し
、
提
言

の
実
現
を
訴

え
た
。

合
同
要
請

の
参
加
者
は

次
の
通
り
。

［
農
林
水

産
省
］
福
岡

県
漁
港
漁
場

協
会

佐
藤
政
俊
会
長
（
福

岡
県
漁
連
会
長
）、
同

旭
宏

史
参
与
、
同

水
田
昭
彦
事

務
局
長
、
同

藤
村
真
希
子

主
事
、
北
海
道
漁
港
漁
場
協

会

�
橋
昌
幸
会
長
（
神
恵

内
村
長
）、
同

新
谷
哲
也
副

会
長
（
網
走
漁
協
組
合
長
）、

静
岡
県
漁
港
漁
場
協
会

鈴

木
精
副
会
長
（
伊
豆
漁
協
理

事
兼
稲
取
支
所
運
営
委
員

長
）
、
静
岡
県
焼
津
市

岡

村
昇
経
済
部
漁
港
振
興
課

長
、
同

村
松
隆
弘
経
済
部

漁
港
振
興
課
係
長
、
静
岡
県

漁
港
漁
場
協
会
高
木
基
良
事

務
局
長
、
石
川
県
漁
港
漁
場

協
会

笹
原
丈
光
副
会
長

（
石
川
県
漁
協
組
合
長
）
、

石
川
県
漁
協

中
田
亨
副
組

合
長
、
同

嶋
崎
正
朗
金
沢

支
所
運
営
委
員
長
、
石
川
県

漁
港
漁
場
協
会
谷
口
雅
晴
事

務
局
長
、
同

中
村
達
也
事

務
局
次
長
、
全
国
漁
港
漁
場

協
会

森
田
正
博
常
務

［
財
務
省
］
全
国
漁
港
漁

場
協
会

橋
本
牧
会
長
、
愛

媛
県
漁
港
漁
場
協
会

中
畑

保
一
会
長
（
愛
媛
県
議
会
議

員
）
、
愛
媛
県
漁
港
漁
場
協

会

清
水
雅
文
副
会
長
（
愛

南
町
長
）、
同

武
智
邦
典
副

会
長
（
伊
予
市
長
）、
同

上

村
俊
之
副
会
長
（
上
島
町

長
）、
同

高
石
盛
大
常
務（
愛

媛
県
漁
港
課
長
）、
同

中
川

新
六
事
務
局
長
、
京
都
府
漁

港
漁
場
協
会

松
尾
信
一
理

事
（
京
都
府
漁
協
専
務
）
、

同

田
多
修
事
務
局
員
（
京

都
府
漁
協
総
務
部
長
）
、
同

濱
中
貴
志
事
務
局
員
（
京
都

府
漁
協
組
織
部
長
）、
同

竹

口
佳
孝
事
務
局
員
（
京
都
府

漁
協
総
務
課
主
任
）
、
宮
城

県
漁
港
漁
場
協
会

寺
沢
春

彦
理
事
（
宮
城
県
漁
協
組
合

長
）、
同

佐
藤
崇
常
務
（
宮

城
県
水
産
林
政
部
水
産
業
基

盤
整
備
課
長
）、
同

狩
野
知

彦
（
宮
城
県
水
産
林
政
部
水

産
業
基
盤
整
備
課
主
幹
）
、

北
海
道
漁
港
漁
場
協
会

石

山
英
雄
副
会
長
（
松
前
町

長
）、
同

高
須
賀
茂
之
専
務
、

全
国
漁
港
漁
場
協
会

佐
治

信
雄
部
長

一
般
財
団
法
人
漁

港
漁
場
漁
村
総
合
研

究
所
は
調
査
研
究
成

果
発
表
会
を
１２
月
５

日
（
月
）
午
前
１０
時

～
午
後
５
時
、
東
京

都
千
代
田
区
の
全
電

通
労
働
会
館
全
電
通

ホ
ー
ル
で
開
催
す

る
。
テ
ー
マ
は「
進
め
よ
う
！

海
業
～
海
業
に
よ
る
漁
村
振

興
に
向
け
て
～
」。

第
１
部
は
研
究
員
に
よ
る

論
文
発
表
と
、
水
産
研
究
・

教
育
機
構
水
産
技
術
研
究
所

環
境
・
応
用
部
門
主
任
研
究

員

宇
田
川
徹
氏
に
よ
る
助

成
研
究
「
大
規
模
な
陸
起
源

細
粒
土
砂
流
入
に
対
す
る
開

放
性
沿
岸
漁
場
底
層
の
生
物

環
境
の
応
答－

２
０
１
９
年

台
風
１９
号
の
鹿
島
灘
・
九
十

九
里
沿
岸
漁
場
へ
の
影
響
の

評
価－

」
の
発
表
を
行
う
。

第
２
部
で
は
東
京
海
洋
大

学
副
学
長

婁
小
波
氏
に
よ

る
基
調
講
演
「
海
業
の
こ
れ

ま
で
と
、
今
後
の
展
開
の
可

能
性
に
つ
い
て
」
と
上
級
研

究
員
に
よ
る
話
題
提
供
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
。

会
場
参
加
の
定
員
は
１
０

０
名
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
で
の
参

加
も
可
能
。
漁
村
総
研
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//

w
w

w
.jific.o

r.jp
/
?

p
=

1
3
3
4

）
で
詳
細
を
確
認
で

き
る
。

勝俣農水副大臣（中央左）に提言書を

手渡した

���������	 
��

農水省・財務省に要請

第２０回

財務省では河口健児主計官

（中央左）に面会した

全
国
漁
港

漁
場

整
備
技
術
研
究
発
表
会
開
く

第７１回全国漁港漁
場大会の提言携え

水
産
庁

岩
手
県
（
公
社
）全
国
漁
港
漁
場
協
会

岩岩手手県県盛盛岡岡市市でで

第
２８
回
通
常
総
会
を
開
催

漁 港 漁 場 月 報

特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協
議
会

技
術
研
究
発
表
会
の
様
子

天皇、皇后両陛下がご臨席
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式典の様子（代表撮影）

１２月に調査研究成果発表会
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兵庫県で開催
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